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被
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情
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さ
れ
な
か
った
り
、
審
判

に参
加
でき
な
か
った
り
す
る
な
ど
、疎外
さ
れ
る

ような扱いを受けてきた
被害者遺族や支援

す
る
弁
護
士
ら
は
権
利
の
拡
大
を
訴
え
る

大
森
真
理
子
さ
ん
の
代
理
人
を
務
め
た
濱
ロ
文
歌

弁護士は
「医療観察審判の中には、代理人を
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判
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に
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害
者
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濱
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司
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につを維持するためには、情報を開示し、被害者
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ことが国民
の納得につながる
」
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